
血液でわかるがんリスク検査

1回の採血で同時検査できます

症状がないうちに
現在のリスクをチェックしましょう

血液検査で

大腸・すい臓がんの
リスクを知ることができます

１位 2位 3位 4位

女性 大腸 肺 すい臓 乳房

男性 肺 大腸 胃 すい臓

全体 肺 大腸 すい臓 胃
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死亡数の多いがん

大腸がんは早期発見し治療すれば90％以上

が治ると言われていますが、早期の場合、
自覚症状はほとんどありません。

がん予防についての研究からは、大腸がん
と生活習慣病・環境との間に深いかかわり
がみられています。現在のがんリスクを知
ることで、生活習慣改善のきっかけとなり、
がん予防に取り組むことができます。

すい臓がんは他の癌と比べても、5年生存率
が最も低い難治がんとして知られています。

難治がんと言われる理由のひとつに早期発
見の難しさがあります。発見時にはステー
ジ4まで進行していることが多いです。早期

発見し生存率を高めるには、複数の検査を
組み合わせることをおすすめします。

日本人が

最も多くかかる
大腸がん

通常の検査では

早期発見が難しい
すい臓がん

※大腸・すい臓共に単独でのご受診も可能です。



がん患者で増減がみられた血液中のペプチドを測定し、現在の大腸がん・すい臓がんの各リスクを評価
する検査です。

がんリスクが分かると？

がんリスク検査って？

プロトキー🄬がんリスク検査では、現在の大腸がん・すい臓がんの各リスクを3段階で評価します。現在
のがんリスクを知ることで、生活習慣の改善や精密検査の受診など、自分に合った対策が分かります。

※がんを診断するものではありません

このような方が受けています

健診内容に関する心配
•いつもの健診だけでは不安
•便潜血検査を受けていない
•過去に検査で異常があったが放置している

生活習慣に関する心配
•運動不足だ ・喫煙している
•肥満気味だ ・野菜が不足しがち
•飲酒習慣がある ・加工肉をよく食べる

プロトキー®

評価A 評価B 評価C

がんリスク
高い低い 自分に合った

対策が分かります

不摂生

放置

運動不足

便の提出が
できない
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採血のみ 短時間事前準備不要

検査前の薬剤投与や食事制限
はありません

他の血液検査と同時に検査
できるので忙しい方にもお
すすめです

馴染みのある血液検査です
便潜血検査の受診に抵抗が
ある方も受診いただけます

施設名 価格

各11,000円（税込）
オリエンタル大阪健診センター

☎：06-6266-6440

評価C（高リスク群）だった場合に医誠会国際総合病院※にて

CT・MRI・PET-CT検査など精密検査のご相談が可能！

生活習慣の改善

ご相談
精密検査など

※大阪メトロ堺筋線 「扇町」駅：5番出口 徒歩3分


